


































2 発生原因等

j患者らの初発日時は、 7月28日13時30分であった。サルモネラの潜伏時聞を考慮すると、原因食と

して 7月27日の食事が疑われた(表 1)。食事内容のうち患者らの共通食品は、キャベツ、スパゲッ

ティ、ご飯、みそ汁であった。このうち、参考品のキャベツからサルモネラが検出されたことから、

原因食品としてキャベツが疑われた。

表 1 7月27日の各食事の内容
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当該庖では、調理場内の手洗いが破損しており、従事者の手洗いが十分に行われていなかった。

また、まな榎の使用区分が明確ではなく、使用前後の洗浄及び消毒も不十分であった。

従事者の手指やまな板からサルモネラが検出されるなど、当該底での衛生管理が十分に行われてい

なかったこが示唆された。

食中毒の発生により加害者が受けるダメージは大きい。被害者に支払う慰謝料や休業保障などの賠

償金、営業停止による収入の途絶、信用の失堅等々である。しかし、被害者も健康被害とともに、そ

れまで積み重ねてきた努力が水抱に期すことすらある。
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